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I. アンケート実施方法 

 配布先選定基準：岩国西商工会の管内企業（卸売小売業） 
 配布件数：１２５件 
 回収件数：６７件（回収率５３．６％） 
 配布方法：郵送 
 回収方法：郵送（持参、ＦＡＸ） 
 回収期間：２０１７年１２月１５日発送、２０１８年１月１９日回収締切り 
 アンケート原票： 
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II. 集計結果のまとめ 

1. 単純集計結果について 

1) 質問１ 主要な売上 

 卸売業１０．５％、小売業８９．５％と小売業の回答が多くを占めた。 
 

2) 質問２ 前年同期（平成２８年７月～１２月）と比較した状況 

 「売上額」「客単価」「客数」ともに「減少」と回答した事業者の割合が過半数を占めた。「売上

額」の悪化６１．２％、「客単価」の低下５３．１％、「客数」の減少６４．２％。 
 「売上額」の減少は収益状況の悪化に連動していると推測され、「採算（経常利益）」では「悪

化」と回答した事業者の割合が６０．０％を占めており、「売上額」の減少が収益状況の悪化に

つながっていることがうかがえる。「業況」で「悪化」と回答した事業者の割合が５８．７％で

あることも収益状況の悪化を裏付けている。 
 「資金繰り」では「不変」と回答した事業者の割合が６３．６％であり、「悪化」と回答した事

業者の割合は３０．３％であった。収益の悪化が資金繰りの悪化に及ぼす影響は今のところ低

いとみられる。 
 「商品仕入単価」で「上昇」と回答した事業者の割合が４８．５％であり、およそ半数の事業

者で仕入単価の上昇を感じている。一方で、客単価が低下していると感じている事業者が過半

数を占めており、仕入単価の上昇等によるコスト増加を価格等に反映できていない減収減益の

状況がうかがえる。 
 
3) 質問３ 後継者対策 

 「後継者なし」と回答した事業者が最も多く、７７．６％であった。「事業主の年代」で６０代

以上が過半数を占めるなかで、廃業による事業者の減少が強く懸念される状況である。 
 「後継者あり」と回答した事業者のうち、後継者が「同居の親族」と回答した事業者の割合が

最も多く、５３．３％であった。「第３者（従業員等）」と回答した事業者の割合が２６．７％

あり、事業承継を予定している事業者のうち、およそ４分の１の事業者で従業員等の第３者に

事業を承継する意向であることがわかる。親族承継に比べ、第３者承継は資金面や税務面など

承継の難易度が高いことが予想され、事業承継に関する支援の必要性が考えられる。 
 「後継者なし」と回答した事業者のうち、「後継者が欲しい」と回答した事業者の割合は９．３％

にとどまり、後継者を「考えていない」と回答した事業者の割合が最も多く８１．４％であっ

た。 
 
4) 質問４ 商圏および客層について 

 「商圏（全体）」で、「岩国市」と回答した事業者の割合が最も多く６１．４％を占めた。 
 「客層（男女比）」では、「女性」の割合が多い事業者が過半数を占めた。「客層（年齢層）」で

は、「６０歳以上」と回答した事業者の割合が最も多く５３．０％を占めた。 
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5) 質問５ 設備投資 

 「平成２９年７月～１２月の設備投資」について質問したところ、「行っていない」と回答した

事業者の割合が最も多く、７９．４％であった。また、「平成３０年１月～６月の設備投資予定」

について質問したところ、「予定なし」と回答した事業者の割合が最も多く、９０．０％であっ

た。設備投資の必要性や新事業・事業拡大による設備投資意欲などがほとんど見られない状況

であり、事業意欲の低下が懸念される。 
 設備投資を実施した事業者のうち、「車両・運搬具」３７．５％、「付帯施設」２５０．０％、

「建物」１８．８％であった。 
 設備投資予定がある事業者のうち、「建物」「付帯施設」２５．０％、「土地」「車両・運搬具」

「ＯＡ機器」「その他」１２．５％であった。 
 
6) 質問６ 今期直面している経営上の問題 

 「民間需要の停滞」と回答した事業者の割合が最も多く、１９．４％であった。次いで、「大企

業の進出による競争の悪化」１８．６％、「材料価格の上昇」１３．２％と続いた。人口減少や

高齢化による「民間需要の停滞」に加えて、大規模小売店など大企業との顧客獲得競争が悪化

していることがうかがえる。 
 一方で、経営上の問題の順位で、１位に挙げられたのは「大企業の進出による競争の悪化」で

あり、大企業との競争による事業環境の悪化が最も大きな経営上の問題と考えられていること

がうかがえる。 
 
7) 質問７ 商工会へのご意見ご要望 

 「利用できる補助金があれば利用したい（レジ補助金、小規模事業者持続化補助金、等）」と回

答した事業者の割合が最も多く６８．４％であった。設備投資意欲が低調ななかでも、補助金

を利用し負担が軽減されれば事業意欲につながる傾向が推測され、補助金に関する情報提供や

支援の重要性が見込まれる。 
 一方で、「後継者がいないので対策を教えてほしい」と回答した事業者が少なく、１０．５％に

とどまっている。事業継続の意向が低いなかでも、事業者数を減らさないための事業承継支援

や創業支援などの訴求と実施が必要である。 
 
 
2. 地区別クロス集計結果について 

1) 質問１ 主要な売上 

 由宇地区では、「卸売業」と回答した事業者が０件であった。 
 

2) 質問２ 前年同期（平成２８年７月～１２月）と比較した状況 

 由宇地区で、「売上額」「客単価」「客数」ともに「減少」または「低下」したと回答した事業者

の割合が、他地区に比べて最も多かった。「売上額」の減少７０．８％、「客単価」の低下６０．

８％、「客数」の減少７９．１％。 
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 「採算（経常利益）」は、由宇地区で「悪化」と回答した割がもっと高く６６．６％であったが、

次いで周東地区でも高く６０．８％であった。周東地区は、「売上額」が減少した事業者の割合

は５０．０％であったが、「商品仕入単価」が上昇したと感じた事業者の割合が他の地区よりも

高く５４．１％であった。周東地区では「商品仕入単価」の上昇が、「採算（経常利益）」の悪

化傾向と関連性があると推測される。 
 ３地区とも「業況（自社）」を悪化と回答する割合が過半数を占め、業況の悪化傾向は管内共通

の問題点であると認識できる。 
 

3) 質問３ 後継者対策 

 ３地区とも後継者「無し」と回答する割合が高かったが、玖珂・由宇地区で全体の７７．６％

よりも高い割合を示した（周東：７０．８％、玖珂：７８．９％、由宇：８３．３％）。 
 後継者「有り」と回答した事業者のうち、玖珂地区の４事業者は全て「同居の親族」と回答し

た。周東地区・由宇地区で「第３者（従業員等）」の回答がみられ、難易度が高いと言われる第

３者承継支援の必要性が見込まれる。 
 
4) 質問４ 商圏および客層について 

 周東地区・玖珂地区の事業者は「周東」「玖珂」地区をそれぞれ商圏と捉えているが、由宇地区

の事業者は「由宇」地区内を商圏と捉えている事業者が８７．５％と大半を占めており、由宇

地区内だけで事業を営んでいる様子がうかがえる。 
 
5) 質問５ 設備投資 

 「平成２９年７月～１２月の設備投資」について「由宇」地区で設備投資を行わなかった事業

者の割合が他地区に比べて高かった（設備投資を行っていない 周東：７７．２％、玖珂：７

６．４％、由宇：８３．３％）。 
 「平成３０年１月～６月の設備投資予定」も同様の傾向であったが、あまりにも設備投資予定

が低く事業意欲の低下が懸念される（設備投資の予定なし 周東：８０．９％、玖珂：９３．

７％、由宇：９５．６％）。 
 
6) 質問６ 今期直面している経営上の問題 

 「玖珂」地区で、「大企業の進出による競争の悪化」と回答する事業者の割合が多かった（周東：

２０．８％、玖珂：５２．６％、由宇：３７．５％）。 
 「玖珂」地区で、「民間需要の停滞」と回答する事業者の割合が多かった（周東：２９．１％、

玖珂：５２．６％、由宇：３３．３％）。 
 今期直面している経営上の問題順位で、「周東」地区で「大企業の進出による競争の悪化」、「玖

珂」地区で「大企業の進出による競争の悪化」「民間需要の停滞」が上位であったが、「由宇」

地区では「大企業の進出による競争の悪化」「従業員の確保難」「民間需要の停滞」が同程度を

占めた。 
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3. 後継者有無別クロス集計結果について 

1) 質問２ 前年同期（平成２８年７月～１２月）と比較した状況 

 「売上額」ついて、「後継者なし」の方が「減少」傾向が高い（売上額の減少 後継者あり：４

０．０％、後継者なし：６７．３％）。また、「客単価」「客数」「採算（経常利益）」「業況」「資

金繰り」も同様の傾向がみられる。 
 

2) 質問３ 後継者対策 

 「事業主の年代」で６０代以上の事業主が占める割合が「後継者なし」の方が多かった（６０

代以上の事業主 後継者あり：４６．７％、後継者なし：５３．８％）。 
 「事業主の年代」で４０代以下の事業主が占める割合が「後継者なし」の方が多かった（４０

代以下の事業主 後継者あり：２０．０％、後継者なし：２１．２％）。 
 上記の結果から、事業主自身がまだ若いために「後継者なし」と回答している傾向よりも、事

業主自身が高齢化しているにも関わらず「後継者なし」と回答している傾向が高く、廃業懸念

はより現実的かつ深刻な問題であると捉えることができる。 
 
3) 質問５ 設備投資 

 「平成２９年７月～１２月の設備投資」について「後継者あり」と回答した事業者の方が設備

投資を行った割合が高かった（設備投資を行った 後継者あり：４６．７％、後継者なし：１

１．５％）。 
 「平成３０年１月～６月の設備投資予定」について「後継者あり」と回答した事業者の方が設

備投資を行う予定があると回答した割合が高かった（設備投資予定あり 後継者あり：３３．

３％、後継者なし：１．９％）。 
 
4) 質問６ 今期直面している経営上の問題 

 「後継者あり」では、「民間需要の低下（４０．０％）」「大企業の進出による競争の悪化（３３．

３％）」「人件費の増加（３３．３％）」「従業員の確保難（３３．３％）」の回答が多かった。 
 「後継者なし」では、「大企業の進出による競争の悪化（３６．５％）」「民間需要の低下（３６．

５％）」の回答が多かった。 
 
 
4. 集計結果のまとめ 

 前年同期（平成２８年７月～１２月）と比較し、売上額・採算（経常利益）・業況が減少もしくは

悪化していると感じている事業者が過半数を占めるなど、日本全体の景気回復基調に反し、人口減

少による民間需要の停滞に加えて、大企業との競争を強いられ、事業者としては大変厳しい経営環

境に直面していることがうかがえる。 
特に深刻な傾向として、事業主自身が若いために後継者が不在なのではなく、事業主自身が高齢

化しているにも関わらず後継者が不在であり、しかも後継者は必要ないと考えている傾向が判明し、
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事業者の廃業にともなう事業者数の減少懸念が深刻な状況である。このことを裏付けるように、設

備投資実績や今後の予定も極めて低調であり、事業拡大はおろか事業継続の意欲の低下まで懸念さ

れる状況である。 
その中でも、ＩＴ導入補助金や小規模事業者持続化補助金の利用意向が全体の約７割を占めるこ

とが唯一の望みであり、様々な補助金の情報提供や申請及び採択後の支援をきめ細やかに実施して

いくことが求められ、これらの支援をきっかけにして事業承継や経営改善などの計画策定等の支援

に結び付けることで、安定的な経営や事業の承継を図ることが期待される。 
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III. アンケート実施結果 

1. 単純集計結果【卸売・小売業】 
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後継者無の場合（その他内訳） 
大型店が多く経営困難 
廃業の予定 
廃業 
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経営上の問題（その他内訳） 
高齢化 
通販 
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 質問７ 現在の業況について感じていること 
・従業員(私をのぞく)をおいていない為、打ち合わせなどで店舗を閉めていることが多くなっ

てしまう。バイトさんを募集したとしても払う余裕がない。 
・販路の拡大 
売上減少と病院通院の為、経営困難 
現在の状況では事業がむつかしい。 
業界全体の原付二輪車の販売数の減少、少子化による子供自転車の販売数の落ち込み、若者の

インターネット購入の増加、地元住民との交流の場の減少等による売上げ高の低下が見られる。 
右も左も分からず、利益が出たと思うと自動車業界なので整備ミスとかがあり、逆にマイナス

になってしまうことも多々あります。何が大事でどうすれば良いのか今はまだ探りながらの

日々です。 
生産者からの原料数の低下 
後継者がいないので店がもてない。 
店舗での売上減少による現金の収入不足。ほぼ外商により掛売上げになり即現金化出来ない事

が一番のネック。 
変化が必要。世相が変わるのだから自分も体位置を意図して変えていこうとしています。田舎

の小売はとかく高齢者の需要に応えて存続していますが、最近は若い層にアピールする努力を

しています。 
利益が少ないので後継者はいないけど、もう少しで 70 才になるのでいつやめて良いかわからな

い。 
市場の開拓手段の模索。幅広い層へのアピール手段をどうしたら良いものか、知りたい。 
インターネット、スマホの普及により、購読者の減少に脅威を感じている 
大型店による価格差が生じ、専門店としては、品質の悪い商品を販売することが不可能。 
需要の停滞によって経営の悪化が続いているので、今後の消費税増税にともなう経済状況の悪

化が懸念される。 
卸売業の衰退により、商品の仕入が困難になっている。又、大型スーパーとの価格がちがいす

ぎる。 
消費税がまた 10%になることに対して高額商品が売れなくなる様な時代に合わせて商品を小さ

くして値段を上げる分、数量も出さないといけない。 
価格競争の激化による、採算の悪化。人口減少による売上減。 
人口減少の影響を感じる。 
景気の低迷を感じる。 
今の所、問題はありませんが質問 6 の「01」「02」にあるように、大企業や新規参入者が出て

来ると小さい店は厳しくなると思います。 
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質問７ 商工会への意見・要望その他内訳 
今後、閉店を考えております。 
会費が高い(利用しない店にとっては) 
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2. 地区別クロス集計結果【卸売・小売業】 

 
 

 
 



25 
 

 

 

 

 



26 
 

 

 

 

 



27 
 

 

 

 

 



28 
 

 

 

 

 



29 
 

 

 

 

 



30 
 

 

 

 

 



31 
 

 

 

 
 



32 
 

 
 

 

 



33 
 

 

 

 
 



34 
 

 

 

 

 



35 
 

 

 

 

 



36 
 

 

 

 
 



37 
 

 

 

 

 



38 
 

 

 

 
 



39 
 

 
 

 
 



40 
 

 
 



41 
 

 
 



42 
 

 
 



43 
 

 

  



44 
 

 
3. 後継者有無別クロス集計結果【卸売・小売業】 
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